
『
憲
法
改
正
試
案
』
の
概
要 

  

日
本
国
家
全
体
の
姿
や
精
神
を
表
明
し
た
前
文
に 

 

日
本
が
長
年
独
自
の
文
化
と
固
有
の
民
族
生
活
を
形
成
し
発
展
し
て
き
た
と
い
う
歴
史
を

踏
ま
え
、
歴
史
的
文
化
的
存
在
で
あ
る
日
本
の
二
十
一
世
紀
を
見
通
し
た
国
家
像
と
し
て
、

自
由
・
民
主
・
人
権
・
平
和
の
尊
重
を
基
本
と
し
た
国
家
体
制
を
堅
持
し
た
上
で
、
教
育
や

文
化
の
重
要
性
を
強
調
し
、
国
際
平
和
と
世
界
文
化
の
創
生
へ
の
寄
与
等
を
日
本
の
独
自
性

と
し
て
提
唱
し
た
。 

 

元
首
と
し
て
の
天
皇
の
地
位
を
第
一
条
で
規
定 

 

第
一
条
に
天
皇
の
地
位
を
規
定
す
る
こ
と
で
、
憲
法
の
最
初
の
一
条
に
日
の
独
自
性
を
打

ち
出
し
た
。
天
皇
は
現
在
に
お
い
て
も
外
交
使
節
の
接
受
を
行
い
、
外
国
に
お
い
て
は
元
首

と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
考
え
、
伝
統
的
・
歴
史
的
権
威
を
保
持
す
る
天
皇
を
象
徴
的

元
首
と
し
て
規
定
し
た
。
天
皇
が
実
質
的
権
能
を
有
し
な
い
こ
と
は
、
第
二
章
の
天
皇
の
章

に
お
い
て
、
現
行
憲
法
を
踏
襲
す
る
形
で
明
示
し
た
。 

 

国
民
主
権
の
章
を
第
一
章
に 

 

国
民
に
主
権
が
存
す
る
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
、
国
民
主
権
の
章
を
新
た
に
策
定
し
、
第

一
章
と
し
た
。
ま
た
、
主
権
行
使
の
実
質
化
を
図
る
た
め
、
主
権
者
と
し
て
の
選
挙
の
責
務

を
国
民
に
課
す
一
方
で
、
政
党
に
対
し
国
民
の
政
治
的
意
思
形
成
に
協
力
す
る
義
務
を
、
国

に
対
し
て
は
国
民
へ
の
情
報
開
示
に
よ
る
説
明
責
任
を
規
定
し
た
。 

 

自
衛
隊
を
防
衛
軍
に 

 

現
行
第
九
条
第
一
項
の
戦
争
放
棄
の
規
定
は
現
状
の
ま
ま
と
し
、
平
和
の
理
念
を
尊
重
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
第
二
項
に
お
い
て
自
衛
の
た
め
の
防
衛
軍
を
位
置
づ
け
た
。
ま
た
、
第

三
項
で
は
国
際
平
和
、
人
道
支
援
等
の
た
め
、
国
連
や
国
際
協
調
の
枠
組
み
の
下
で
の
活
動

に
防
衛
軍
が
参
加
す
る
こ
と
を
認
め
、
第
四
項
で
そ
の
際
の
武
力
行
使
に
つ
い
て
も
、
国
会

承
認
の
も
と
に
行
え
る
こ
と
を
明
記
し
た
。 

  



 
他
者
の
権
利
尊
重
や
外
国
人
の
人
権
保
障
を
明
記 

 

基
本
的
人
権
は
生
来
の
権
利
と
し
て
す
べ
て
の
人
に
存
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
外
国
人
に

対
し
て
も
権
利
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
を
明
文
化
し
た
。
ま
た
、
昨
今
の
行
き
過
ぎ
た
利
己
主

義
を
反
省
し
、
本
来
の
個
人
主
義
を
目
指
し
、
自
己
の
権
利
と
同
様
に
、
他
者
の
権
利
の
尊

重
も
必
要
と
い
う
相
互
性
を
明
示
す
る
こ
と
で
、
個
人
の
権
利
の
濫
用
禁
止
と
い
う
現
行
憲

法
規
定
を
強
化
し
た
。 

 

政
教
分
離
規
定
を
実
質
的
に 

 

地
鎮
祭
等
に
つ
い
て
の
判
例
の
立
場
も
踏
ま
え
つ
つ
、
宗
教
的
活
動
で
あ
っ
て
も
一
律
に

禁
止
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
社
会
的
儀
礼
や
習
俗
的
行
事
と
さ
れ
る
行
為
等
合
憲
と
さ
れ

る
範
囲
が
あ
る
こ
と
を
明
文
化
し
た
。 

 

家
庭
の
条
項
を
規
定 

 

家
庭
を
社
会
を
構
成
す
る
基
本
的
な
単
位
と
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
家
族
相
互
の
責
務
、

国
に
よ
る
保
護
義
務
を
規
定
し
た
。 

 

新
し
い
人
権
を
規
定 

新
し
い
人
権
と
し
て
人
格
権
、
環
境
権
、
創
造
活
動
の
自
由
及
び
知
的
財
産
権
の
保
護
を

規
定
し
、
さ
ら
に
国
民
に
国
の
平
和
と
独
立
を
守
る
責
務
を
認
め
た
。 

 

衆
議
院
の
優
位
性
と
参
議
院
の
独
自
性 

二
院
制
の
も
と
で
、
首
相
選
出
や
法
案
の
可
決
権
に
お
い
て
衆
議
院
の
優
位
性
を
さ
ら
に

拡
充
し
、
そ
れ
と
あ
わ
せ
て
衆
議
院
議
員
に
つ
い
て
の
み
直
接
選
挙
を
規
定
し
た
。
参
議
院

に
つ
い
て
は
政
治
的
安
定
性
を
前
提
に
、
行
政
府
に
対
す
る
一
定
の
人
事
権
を
行
使
す
る
も

の
と
し
た
。 

 

国
会
に
よ
る
行
政
監
視
機
能
の
強
化 

 

首
相
権
限
へ
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
高
め
る
た
め
、
国
政
調
査
権
の
内
容
を
拡
充
し
、
特
に

少
数
野
党
主
導
の
調
査
を
可
能
と
す
る
た
め
、
少
数
派
調
査
権
を
導
入
し
た
。 



衆
議
院
選
挙
を
利
用
し
た
実
質
的
首
相
公
選
制
へ 

 

衆
議
院
選
挙
の
際
、
政
党
に
首
相
候
補
の
明
示
を
義
務
付
け
る
こ
と
で
、
衆
議
院
選
挙
を

実
質
上
首
相
選
出
の
た
め
の
選
挙
と
し
て
位
置
づ
け
た
。
そ
の
結
果
、
衆
議
院
で
の
内
閣
総

理
大
臣
指
名
に
あ
た
っ
て
、
過
半
数
を
得
ら
れ
な
い
場
合
に
備
え
、
決
選
投
票
に
よ
る
首
相

選
出
も
可
能
と
し
た
。 

 

首
相
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
強
化 

 

実
質
的
な
首
相
公
選
制
を
背
景
に
、
行
政
権
を
首
相
専
属
と
し
た
。
首
相
は
従
来
ど
お
り

各
大
臣
の
任
免
権
を
有
し
、
ま
た
、
独
立
し
た
決
定
権
を
有
す
る
結
果
、
行
政
内
部
で
の
対

立
に
つ
い
て
は
従
来
の
合
議
体
制
か
ら
首
相
裁
断
に
よ
る
決
定
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
首

相
が
提
出
し
た
法
案
に
つ
い
て
国
会
と
対
立
し
た
場
合
に
は
国
民
投
票
に
付
す
こ
と
を
可
能

と
し
、
そ
の
信
任
を
得
た
場
合
に
は
法
案
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
た
。 

 

緊
急
事
態
条
項
の
新
設 

 

国
防
、
テ
ロ
、
大
規
模
自
然
災
害
等
の
緊
急
事
態
に
対
応
し
て
、
内
閣
総
理
大
臣
へ
の
一

時
的
権
力
集
中
、
基
本
的
人
権
の
制
約
等
憲
法
条
項
の
一
時
的
停
止
を
可
能
と
す
る
と
と
も

に
、
当
該
条
項
が
濫
用
さ
れ
な
い
よ
う
、
国
会
に
よ
る
事
前
あ
る
い
は
事
後
的
統
制
を
規
定

し
た
。 

 

憲
法
裁
判
所
の
創
設 

 

違
憲
審
査
権
の
終
審
裁
判
所
と
し
て
従
来
の
最
高
裁
と
は
別
に
憲
法
裁
判
所
を
創
設
し
た
。

裁
判
官
は
国
会
と
内
閣
総
理
大
臣
で
半
数
ず
つ
任
命
し
民
主
的
正
統
性
を
得
る
と
と
も
に
、

再
任
な
し
と
す
る
こ
と
で
選
任
者
の
政
治
的
影
響
力
を
排
除
し
た
。
判
断
内
容
と
し
て
は
、

法
律
上
の
争
訟
を
前
提
と
し
た
具
体
的
審
査
権
に
加
え
、
国
会
や
内
閣
総
理
大
臣
に
よ
っ
て

提
起
さ
れ
た
場
合
に
は
事
件
性
が
な
く
と
も
違
憲
性
を
審
査
で
き
る
抽
象
的
審
査
権
を
含
む

も
の
と
し
、
さ
ら
に
訴
訟
当
事
者
か
ら
の
提
訴
も
最
高
裁
の
確
定
後
に
限
定
し
て
可
能
と
し

た
。 

 

健
全
な
財
政
の
維
持
を
規
定 

 

財
政
の
章
に
つ
い
て
は
、
健
全
な
財
政
原
則
を
う
た
う
と
と
も
に
、
従
来
の
問
題
指
摘
を

踏
ま
え
、
継
続
費
を
認
め
、
私
学
助
成
の
禁
止
の
条
項
を
修
正
し
た
。 



 
地
方
自
治
の
原
則
を
宣
言 

 

従
来
、
あ
い
ま
い
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
「
地
方
自
治
の
本
旨
」
を
団
体
自
治
と
住
民
自
治

と
明
記
し
、
地
方
自
治
の
原
則
を
憲
法
上
宣
言
。
地
方
自
治
を
実
質
化
す
る
た
め
、
課
税
自

主
権
を
明
記
し
た
。
道
州
制
に
つ
い
て
は
、
憲
法
上
は
規
定
し
な
い
。 

 

憲
法
改
正
手
続
き
の
簡
素
化 

 

憲
法
制
定
権
力
を
保
持
す
る
国
民
主
権
の
立
場
か
ら
国
民
投
票
は
必
須
事
項
の
ま
ま
と
す

る
が
、
国
会
に
お
け
る
発
議
権
を
現
行
の
総
議
員
の
２
／
３
以
上
の
賛
成
か
ら
過
半
数
に
よ

る
賛
成
に
変
更
し
た
。 

 

憲
法
が
条
約
に
も
優
位
す
る
最
高
法
規
性
の
明
記 

 

国
際
条
約
の
遵
守
義
務
を
規
定
す
る
一
方
で
、
憲
法
と
条
約
の
間
で
の
憲
法
の
上
位
性
を

明
定
す
る
。 
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